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［回路理論］ 
 
１．すべて同じ抵抗 Rで構成された回路に関する以下の問いに答えよ。 

【２５点】 
 
(1) 図１(a)のような回路の端子AB間に直流電圧Vを印加することを考える。図中に示した電   流

i1とi2の比を求めよ。また、電流i3とi4の比を求めよ。 
 
(2)  図１(a)の回路での端子 AB間の合成抵抗を求めよ。 
 
(3) 点 Oでの結線を図１(b)のように変えたときの端子 AB間の合成抵抗を求めよ。 
 
(4) 図１(b)において、(i)～(iv)の抵抗のいずれか一カ所のみを切断して開放状態とすることを考え
る。この 4通りについて端子 AB間の合成抵抗の大小関係を示せ。 

 
 
    図１(a)                 図１(b) 
 
 
 
 
 
 
 
 

 



◇回路理論 

２．理想的な演算増幅器と抵抗、キャパシタンスを用いた図２(a)のような回路を考える。この回路
が図２(b)、図２(c)のように分割できることを考慮して、以下の問いに答えよ。 

【２５点】 
 
(1)  図２(b)のように演算増幅器の非反転入力（+）端子の電圧をV1で固定したとき、抵抗Raを流れ

る電流iaを求めよ。また、出力電圧voutを入力電圧vinを用いて表せ。 
 
(2)  図２(c)の回路においてvoutを角周波数ωの交流電圧源とみなして、電流iRおよび端子電圧V1を

voutを用いて表せ。 
 
(3)  (2)の結果から、voutとV1の比としてA（= vout / V1）を定義したとき、図２(a)の回路の伝達関数

G（=vout/vin）をA、Ra、Rbを用いて表せ。ところで、この回路は、ある条件の下では入力電圧vinが

零でも出力電圧voutが現れることから、発振器として動作する。Aの角周波数依存性を考慮して、
この発振条件と発振角周波数を求めよ。 

 
 
  図２(a)             図２(b)            図２(c) 

 



◇回路理論 

論点［回路理論］ 
 
１．回路および回路方程式に関する一般的な理解を問う。 
 
(1)～(3) 対称性のある回路での電流や合成抵抗を求める方法に関する理解を問う。 
 

(4) 各経路の抵抗の変化が全電流に与える影響についての理解を問う。 
 
 
２．演算増幅器を含む回路の動作を正しく取り扱うことができるかを問う。 
 

(1) 理想的な演算増幅器の入出力特性に関する理解を問う。 
 

(2) 交流回路でのインピーダンスに関する理解を問う。 
 

(3) 伝達関数および発振条件に対する理解を問う。 

 


